






































































リー ニングを行った結果､オランウー タンから約 100個,チ
ナガザルから約50個のポジティブクロー ンを得ることがで
きた｡今後はこれらのクロー ンの塩基配列を決定するととも
に､その塩基配列に従ってプライマーを設計しゲノムDNA
をテンプレー トに用いたPCRを行うことにより､オランウー
タンやテナガザルの微孟成分やゴリラやチンパンジーの
ペプシノゲン塩基配列を決定して比較を行い､各成分の
進化過程や各成分が生じてきた年代についても明らかに
したいと考えている｡
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